
第 3章 ジャナ・パハの本堂

1.本堂の概観

ジャナ・パハの境内の中央には，多くのストゥーパに固まれた本堂が高くそびえている(写真

3)。それは二層の屋根を持ち，大理石の土台の上に，正面入口を東に向けて立っている。土台の

正面には三段の階段があり，一階の回りには，回廊(右遠道;Pradak~iI).apatha) がある。南，西，

北の回廊の回りには，さらに，上部にマニ車を付け，下部に燈明台を付けた鉄柵がある。本堂の

土台の四隅(東南，南西，西北，北東)に四頭の，正面階段に二頭の獅子像がある。土台の東西

の長さは， 11.7mであり，南北の長さは11.1mである。本堂の東北と南北の長さは，それぞれ8m

である。正面には三つの入口があり，その上方にはトーラナ(戸口の上にある半円形の装飾物)

がある。さらに，その上には，一階の屋根を支え，世自在(1)lokesvaraの彫像を付けたほおずえ

がある。入口の両側の壁面は，女性像や謹:怒像等によって飾られている。一階正面の構造は概念

的に図4のように表される。

2.本堂の正面入口

正面入口は，小像やトーラナによって飾られている(写真56，57)(2)。正面三つの入口のうち中

央の入口には，左側と右側にそれぞれ目蓮 Maudgalyayana，舎利悌 Sariputraの小像がある(説。

そして，正面入口上には，次に示す (1)から (31) までの像があり， (1)から (6) までの像は

入口の上部の縁に， (7)から (31) までの像は，入口の上方にあるトーラナに飾られている(写

真57-60)。以下それらを説明していこう。(図3は正面入口上の構造を表じたものであり，文中の

番号は図3に示された番号と一致する。)

(1)は一面二管の坐像である。左手で金剛(? )を持つ(唱。 (2)は一面二皆の立像である(5)0 (3) 

も一面二皆の立像である (6)0 (4)は阿弥陀仏 Amit油haであり，定印で結蜘扶坐で坐す。 (5)は

一面四腎像である。右のー管は数珠を持ち，残りの一脅は施無畏印を示す。左の一瞥は経画を持

ち，残りの一管は左足の上に置き，結蜘扶坐で坐す。 (6)は一面四管像である。二管は合掌し，

右手は数珠を持ち，左手は払子を持つ。

(7)は十一面の千手観自在立像である。主要な入管のうち二替は宝珠(? )を持ち，合掌する。

右の三管はそれぞれ，法輪を持ち，与願印を示し，数珠を持つ。左の三管はそれぞれ，蓮華，水

瓶，弓を持つ (7) (以下 (18) まで写真58(8)を参照)0 (8) は一面二腎像である。右手で与願印を

示し左手で蓮華を持ち，遊戯主任で坐す。 (9) は一面二管像である。右手で与願印を示し，左手で

蓮華を持ち，結蜘扶坐で坐す。 (10) はマカラ Makara である。 (11) は阿閑如来 Ak~obhya(9)で
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あり触地印を示し結蜘扶坐で坐す。 (12)は大日如来 Vairocanaであり，転法輪印を示し結蜘扶

坐で坐す。 (13) は一面二腎の竜王 N品garajaである。 (14) は阿弥陀如来であり，定印を結んで

結蜘駄坐で坐す。 (15) はガルダ烏 Garudaである。 (16) は一面二皆の竜王である。 (17) は宝

生如来 Ratnasambhavaであり，与願印を示し結蜘欧坐で坐す。 (18) は不空成就如来

Amoghasiddhi (日)であり，施無畏印を示し結蜘扶坐で坐す。 (19) はマカラである。

(20) は一面六腎の立像である。右手は剣と蓮華を持ち，安慰印刷を示す(以下 (22) まで

写真59(ロ)参照)0 (21)は一面四腎像である。右のー管は与願印を示し，残りのー管は数珠を持つ。

左の一管は壷を持つは3)。結蜘扶坐で坐す。 (22) は一面四腎像である。右のー管は剣を持ち，残

りの一瞥は金剛杵を持つ。左のー腎は羅索を持ち，残りのー管は手の甲を外にして胸におかれて

いる。そして，結蜘扶坐で坐す。この三尊のあるトーラナの外円に配された像は， (11) (12) (14) 

(17) (18)の五仏を除いた中央のトーラナの像と一致する。

(23) は現在は紛失している (14) (以下 (25) まで写真60参照)0 (24) は一面四腎像である。

右のー腎は与願印を示し，残りのー腎は施無畏印を示す。左の一瞥は仏塔を持ち，残りのー皆は

蓮華を持ち，結蜘扶坐で坐す。 (25) は一面六腎像である。右の三腎はそれぞれ，三戟を持ち，

与願印と施無畏印を示す。左の一腎は経画の乗った蓮華を持ち，残りの二腎は水瓶を一つずつ持

っている。この三尊があるトーラナの外円に配された像は， (11) (12) (14) (17) (18)の五仏

を除いた中央のトーラナの像と一致する。

(26) は阿弥陀如来であり，定印を結び結蜘扶坐で坐す。 (27) は一面入管の立像である。右

手はそれぞれ，施無畏印，与願印を示し，霜索(15)，数珠を持つ。左手はそれぞれ，経画，法輪(? )， 

貝(? )，水瓶を持つ。 (28) は大日如来であり，転法輪印を示し，結助ngj(坐で坐す。 (29) は不空

成就如来であり，施無畏印を示し結蜘肢坐で坐す。 (30) は阿弥陀如来 Amitabha(日)であり，定

印を結び，結蜘扶坐で坐す。

(31)は，阿閑如来であり，触地印を示し，結蜘扶坐で坐す。 (32)は一面二腎の金剛薩堆(? ) 

である。右手で金剛を持ち，左手に金剛鈴(? )を持つ。結蜘扶坐で坐す。 (33) は三面入管像で

ある。二腎は胸の前で交差する。右の四管は剣，鉾，鈎，金剛を持つ(口)。左の四腎は経画，曲万，

三戟，鈴を持つ (18)0 (34)は一面二腎像(日)で両手を交差する。結蜘駄坐で坐す。

3.本堂正面の左右の壁画と本尊

本堂正面の左右の壁面には，女性像と急怒像などがある。右壁には図4の (35)から (44) ま

での像がある。(下記の番号は図4の番号が示すものと一致する。)

(35)は，一面四腎の像である。二腎は合掌し，残りの右手は数珠を，残りの左手は経画を持

ち(却)，結助ngj(坐で坐す。(以下 (39) まで写真61参照) (36) は一面二腎像である。右手は与願

印を示し (2九左手は鈴を持ち，遊戯坐で坐す。 (37) は，一面二腎像である。右手は施無畏印を

示し，剣の乗った蓮華を持つ。左手は与願印を示し，遊戯坐で坐す。 (38) は一面二腎像である。
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右手は金剛杵を持ち (22)，左手で頴索を持ち，遊戯坐で坐す。 (39) は一面二腎像である。右手で

施無畏印を示し蓮華を持つ(刻。左手は与願印を示し，遊戯坐で坐す。 (40) は，一面二腎像であ

る。右手は施無畏印を示し，左手は座の上に置く。遊戯坐で坐す(剖)。

(41) は一面二腎の坐像である。右手で，先に骨弱腰の付いた杖を持つ。左手は，人差指と小指

を立て，残りの指で霜索を持つ。午の上に遊戯坐で坐す(写真62)0 (42) は一面二管の飛天像で

ある(写真62)0 (41)の像の入った禽の上には，前足を上げ向き合った獅子の浮き彫りが，禽の

左には，柱の浮き彫りがある。(左墜にもこれと同じ浮き彫りが左右対照の位置にある。) (43) 

はマカラ像の上に立つ一面二腎のガンガー像 Gangaである。(写真63) (44) は，合掌する一面

二皆の坐像である。(写真63) (45) は一面六管の盆怒像である。三眼をもち，偶醸の付いた冠を

付ける。右の三皆はそれぞれ，鈎，金剛，法輪を持つ。左の三管はそれぞれ，鈴，旗(お，霜索

を持つ。展左の脚勢をとる。偶躍の輪と虎皮を付け，鼓腹で火炎模様に縁どられた光背をもっ(写

真64)。

左墜には (46)から (56) までの像がある。 (46) は一面二管像である。右手は膝の上に置き，

左手は座の上に置き遊戯坐で坐す(指)0 (47) は一面二管像である。右手で払子を持ち，左手で弓

( ? )聞を持つ。遊戯坐で坐す(写真65)0 (以下 (50) まで写真65参照。) (48) は一面二皆像で

ある。右手は施無畏印を示し，剣の乗った蓮華を持つ。左手は与願印を示し，遊戯坐で坐す(写

真65)0 (49) は一面二菅像である。両手で金剛杵を持ち，遊戯坐で坐す。 (50) は一面二管像で

ある。右手は施無畏印を示し，剣の乗った(? )蓮華を持つ(却，遊戯坐で坐す。 (51)一面四腎の

像である。二腎は合掌する。右手は三戟を持ち(拍，左手は痛索を持ち，結蜘扶坐で坐す。

(52) は一面二腎の坐像である。三眼をもち，商標の付いた冠を付ける。右手を上に上げ，左

手を膝の上に置く。鼓腹で遊戯坐で坐す(写真66)0 (53) はマカラの上に立つ一面二管のガンガ

ー像である(写真66)0 (54) は一面二管の像である。右手で金剛杵を持ち，左手で蓮華のつぼみ

( ? )を持つ。牛の上に遊戯坐で坐す(写真67)0 (55) は一面二腎の飛天像である。 (56) は三面

六管の窓:怒像である。三眼をもち，骨骨骸の付いた冠を付ける。右手はそれぞれ，旗，斧(3ペ剣

を持つ。左手はそれぞれ，法輪，梶棒，霜索を持つ。展右の脚勢をとり，鰯醸の輪と虎皮を付け

る。鼓腹で火炎模様に縁どられた光背を付ける(写真68)。

次に，ジャナ・パハの本尊は，本堂一階の正面入口奥の部屋に安置されている(写真69)(3九

本尊は，白色の一面二皆の観自在像で，右手は与願印を示している。高さは約1.2mであり，漆

喰によって塗りかためられている (3九普段は，宝冠をつけ，衣で、覆われて洞られている。

4.百八観自在

本堂の南，西，北の一階壁面の上部には，百八の観自在の彩色画が並べられている(写真70-72)。

これらは故アモーガヴアジュラ氏によってなされた図像学的研究をもとにして1966年にシッデイ

ムニ・サキャ氏が描いたものである(お)。現在の「百八観自在」が掛けられる以前には，彩色を
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施された木彫りの「百八観自在」が掛かっていたが，損傷が激しいため取り外されて，現在はジ

ャナ・パハの本堂の中に保存されている(担)。

5.本堂側面の入口

回廊(写真74)に固まれた本堂には，正面の他に南，西，北に入り口がある。南の入り口には，

かつてトーラナがあったが(写真73)(話現在は本堂内に保存されている。

トーラナの中央の尊は，一面入管の立像である。一対の二腎は転法輪印を，他の一対の二腎は

定印を結んでいる。右のー腎は施無畏印を示し，残りの一腎は与願印を示す。また，左の一管は

経画を持ち，残りの一皆は縞索を持つ。 中尊の右にある像は紛失している。中尊の左にある像

は一面二管の像であり，右手は与願印を示し，左手は蓮華を持ち(羽，遊戯坐で坐す。

南の入り口の戸には，六つに仕切られた区画の中に，六つの盆怒、像がある(写真75)(訂)。こ

れらはいずれも，三面六管であり，三眼をもち，髄醸の付いた冠を付ける。また，鰯懐の輪と虎

皮をつけ，鼓腹であり，火炎模様に縁どられた光背をつける。

向かつて左側の区画のうち，最上段の区画の像は，右の三腎にそれぞれ，剣，霜索(?)，金剛

杵を持つ。左の二管にそれぞれ，金剛鈴，斧を持ち，残りのー腎は羅索を持ち，胸にの上に置く。

中段の区画の像は，右の三腎にそれぞれ，剣，鈎，金剛を持ち，左の一腎は，安慰印を示し，他

の二腎はそれぞれ，金剛鈴を持ち，胸の上で法輪(?)を持つ O 最下段の区画の像は，右の三管に

それぞれ，剣，根棒，金剛杵を持ち，左の三管にそれぞれ，蓮華，金剛鈴，法輪を持つ。以上の

左側の区画の像はいずれも展左の脚勢をしている。

向かつて右側の区画のうち，最上段の区画の像は，右の三皆にそれぞれ，法輪，根棒，二重金

剛を持ち，左の三腎にそれぞれ，絹索，金剛鈴，鈎を持つ。中段の区画の像は，右の三腎にそれ

ぞれ，法輪，鈎，剣を持ち，左の二管にそれぞれ，痛索と蓮華を持ち，残りの一管は施無畏印を

示す。最下段の区画の像は，右の三腎にそれぞれ，根棒，金剛杵，剣を持ち，左の三管にそれぞ

れ，蓮華，法輪，金剛鈴を持つ。以上の右側の区画の像は，いずれも展右の脚勢をとる。

西と北側の入口の上には，トーラナがあるが，そこにはめられた像は現在では紛失している(制。

6.ほおずえ

本堂の二層の屋根は，世自在 Lokesvaraの彫像を付けた，ほおずえによって支えられている(写

真76-83)(39)。ほおずえには，それぞれ世自在の銘が記されている(岨)。ほおずえの位置とその銘を，

図5にそって述べていこう(剖)0 (図5は，一階と二階のほおずえの位置を表したものである。)

( 1 )蓮華主世自在 (Padmanatha-lokesvara)

( 2 )知慧界世自在(Jnanadhatu-lokesvara) (写真76)

( 3 )舞踏主世自在 (Nrtyanatha-lokesvara)
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( 4 )合掌世自在(Krtanjali-lokesvara) 

( 5 )螺貝世自在 (Sankanatha-lokesvara)

( 6) [銘はない。]

( 7 )仏頂世自在(u早恒明品kesvara)

( 8 )吉祥世自在(Sr1-1okesvara)

( 9 )知慧吉祥世自在(J面nasr1-1okesvara)

(仕10ω)釈迦仏陀世自在(侶Sa誌ky戸abud剖dha一loke凸8釘va紅ra心)(写真7打7)

(ω11υ)金剛主世自在(何Vaj戸ra叩n副 ha-叫-loke凶8釘va訂raω) (写真7河8)

(12)世間主世自在(Visvanatha-lokesvara)

(13)法界世自在(Dharamadhatu-lokesvara)

(14)獅子主世自在(Sirp.hanatha -lokesvara) 

(仕15ω)大金剛薩I唾垂世自在(ω恥Mah凶1渇孟訂va吋jras回at悦tv刊a仕叫-lokes討va訂raω) (写真7乃9)

(ω16ω)法輪世自在(ωDharama配ca北kra-品kes釘va訂raω) 

(仕17の)ハリハラ (詞梨詞羅)世自在(但Harihara-品ke自釘va訂raω) 

(仕18紛)阿弥陀世自在(凶Ami比t邑油bha仕-品kes釘va訂raω) 

(19)最上宝世自在(Ratnottama-lokesvara)

(20)明主世自在(Vidyapati-lokesvara)

(21)蓮華師世白在(Kamalabhatta-lokesvara)

(22)無心世自在(Acitta-lokesvara)

(23)夜摩棒世自在(YamadaI).Qa-lokesvara)

(24)黒色世自在(Kgwavarl).a-lokesvara)

(25)大金剛主世自在(Mahavajranatha-lokesvara)

(26)大蓮華主世自在(Mahapadmap旬i-lokesvara)

(27)大金剛鈎世自在(Mahavajradh.rk-lokesvara) (写真81)

(28)大金剛界世自在(Mahavajradhatu-lokesvara)

(29)大宝族世自在(Maharatnakula-lokesvara)

(30)子日世自在(Sahasrasurya-lokesvara)

(31)螺貝世自在(Sankanatha-lokesvara)

(32)宝称世自在(Ratnaklrti品kesvara)

(33) アシニラ世自在(Asinila-lokesvara(42)) (写真82)

(34)文殊達多世自在(Manjudatta-loke同vara)

(35)月輪(? )世自在(Candr油 imba(?)ーlokesvara(43)) 

(36)大日輪(? )世自在(Mahasuryabimba(?)ーlokesvara(44)) (写真83)

(37)無畏達多世自在(Abhayadatta-lok凶vara)

(38)施無畏世自在(Abhayankari-lokesvara)
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(39)文殊生世自在(Manjubhuta-lokesvara)

(40)世間生世自在(Visvabhupa-lokesvara)

なお，これらのほおずえの他に，一階と二階の四隅には前足を上げた獅子の彫像を付けたほお

ずえがある。

註

( 1 )ネーパルでは世自在を観自在 Avalokitesvaraとも言い I世自在」と「観自在」は同義で用いられる。

( 2 )写真56は[立JI!1987: 31] にあるものを使用した。このトーラナ全体の写真は [Locke1980: pl. 26] 

にもある。

( 3) [Locke 1980: 130] 

(4) Lockeは金剛手Vajrap句iとしている [Locke1980: 127]。

(5) Lockeは蓮華手世自在 Padmapal).i-lokesvaraとしている [Locke1980: 129]。

(6) Lockeは蓮華手世自在 Padmapal).i-lokesvaraとしている [Locke1980: 129]。

( 7) [Locke 1980: 128] 

( 8 )このトーラナの写真は[立JI!1987: 66-67] にもある。

(9) Lockeは宝生如来 Ratnasambhavaとしている [Locke1980: 129]。

(10) Locke は阿悶如来 Ak~obhya としている [Locke 1980: 129] 0 

(11)一般に，右手を上げ，手のひらを外に向け，曲げた人差指あるいは中指の先を親指に付けて輪をつ

くり，その他の指は，伸ばす印契である [Saunders1960: 67]。

(12) このトーラナの写真は [Locke1980・pl.28] にもある。

(13)他の一管は不明である。

(14) Lockeによれば，紛失する以前には，一面入管の像があった。右の四管で施無畏印，与願印を示し，

霜索，数珠を持ち，左の四腎で水瓶，蓮華，三戟，経画を持っている [Locke1980: 129]0 

(15) Lockeは法輪としている [Locke1980: 130]。

(16) Lockeは宝生如来としている O

(17) [Locke 1980・130]

(18) [Locke 1960・130]

(19) Lockeは大日如来 Vairocanaとしている [Lock1980・130]。

(20) Lockeはでんでん太鼓 damaruとしている [Locke1980: 131]。

(21) Lockeは施無畏印としている [Locke1980・131]。

(22) Lockeは本としている [Locke1980: 131]。

(23) [Locke 1980: 131] 

(24) [Locke 1980: 131] 

(25) [Locke 1980: 131] 

(26) [Locke 1980: 131] 

(27) Lockeは蓮華としている [Locke19'30: 131]。

(28) Lockeは炎が立ち昇る蓮華としている [Locke1980: 131] 0 

(29) Lockeは蓮華のようであるとしている [Locke1980: 132]。

(30) [Locke 1980・132]

(31) この本尊の写真は [Locke1980: pl. 25] [Bernier 1979: pl. 87] にもある。

(32) [Locke 1980・144]

(33) [高岡 1982・1]
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(34) [Locke 1980: 133 fn. 14] 

(35) この写真は，名古屋大学助教授立川武蔵氏が1982年に撮影したものである O

(36) Lockeは安慰印(vitarkamudr邑)を示すとしている [Locke1980: 132]。

(37) この写真は[立JII1987: 129] より借用した。

(38) Lockeによると，西の戸口のうえのトーラナには六管の観自在立像があったとされる [Locke1980・

133]。

(39)写真76-79は. 1982年に写真家横田憲治氏が撮影したものである。

(40) [Locke 1980・135-137]

(41) カッコ内は銘をサンスクリット表記に直したものである。

(42)サンスクリット銘は不明である。

(43)銘は明確には読めない。ただし.Lockeは Candrabima-lokesvaraとしている [Locke1980・137]0

(44)銘は明確には読めない。ただし.LockeはMah孟suryabima -lokesvaraとしている [Locke1980: 137]。
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